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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油分を含まない化粧料組成物であって、リンゴエキスが前記化粧料組成物の総質量に対
して、７０質量％～９０質量％含まれる化粧料組成物。
【請求項２】
　前記化粧料組成物は他の成分を含むことを特徴とする請求項１記載の化粧料組成物。
【請求項３】
　前記他の成分は、水素水、アスコルビルリン酸Ｎａ、フェノキシエタノール、クエン酸
Ｎａ、ブチレングリコール、エタノール、クエン酸、オウゴン根エキス、ナットウガム、
クズ根エキス、クロレラエキス、及びアロエベラ葉エキスであることを特徴とする請求項
２記載の化粧料組成物。
【請求項４】
　前記リンゴエキスは、リンゴを圧搾して得られたものであることを特徴とする請求項１
～３のいずれか一つに記載の化粧料組成物。
【請求項５】
　前記化粧料組成物は、抗シワ用の組成物であることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か一つに記載の化粧料組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、化粧料組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　乾燥肌、敏感肌、シミ、しわ、クマ、テカリ、くすみ等、肌の問題を改善するために、
様々な美容成分を含む化粧品が市販されている。美容成分は、たとえば、コラーゲン、ヒ
アルロン酸、ビタミンＣ等である。
【０００３】
　ここで、美容成分としてリンゴエキスを利用することが検討されている。リンゴエキス
は、一般に、抗炎症効果、保湿効果、ピーリング効果、角質柔軟効果、抗酸化効果がある
とされる。このようなリンゴエキスは、たとえば、石鹸、化粧水、美容液、化粧下地、日
焼け止め、ピーリング剤等に使用することが可能である。
【０００４】
　リンゴエキスには、アルコール類を用いてリンゴの果実から抽出したエキスの他、リン
ゴの種子から採取した「リンゴ種子エキス」、或いは、特定のリンゴの幹細胞を培養して
作られる「リンゴ果実幹細胞エキス」が知られている。
【０００５】
　ところで、一般的な化粧品には、保湿力の向上や、使用する際の扱いやすさ、或いは安
定性を高めるために油分（鉱物油や油脂）が含まれる。
【０００６】
　たとえば、特許文献１には、肌へののび、肌なじみ、べたつき感のなさ、エモリエント
感、はり感、しわ・たるみ改善等の効果に優れる水中油型乳化皮膚化粧料が開示されてい
る。具体的に、当該化粧料は、アセチル化ヒアルロン酸、特定のポリメタクリロイルオキ
シエチルホスホリルコリン誘導体、非乳化性架橋型シリコーン、グリセリン、ポリビニル
アルコール、アクリルアミド系増粘剤、水中油型乳化皮膚化粧料全量に対して総量が２５
質量％以上の油分を含有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１７－３６３３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ここで、特許文献１のように、美容成分と油分を含む化粧品を肌に使用した場合、油分
による膜が肌上に形成される。その結果、肌の内部に美容成分が浸透し難くなり、美容成
分が有する効果を十分に得られないという問題がある。
【０００９】
　本発明の目的は、美容成分としてリンゴエキスを含み、美容成分が肌の内部に浸透しや
すい化粧料組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するための主たる発明は、油分を含まない化粧料組成物であって、リン
ゴエキスを含む化粧料組成物である。
　本発明の他の特徴については、本明細書の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の化粧料組成物は、美容成分としてリンゴエキスを含み、美容成分が肌の内部に
浸透しやすい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１におけるシワグレードの推移（実測値）を示すグラフである。
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【図２】実施例１におけるシワグレードの推移（相対値）を示すグラフである。
【図３】実施例１におけるシワグレードの推移（差分値）を示すグラフである。
【図４Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図４Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス２０質量％）塗布１時間後の対象部位
を示す写真である。
【図５Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図５Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス３０質量％）塗布１時間後の対象部位
を示す写真である。
【図６Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図６Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス４０質量％）塗布１時間後の対象部位
を示す写真である。
【図７Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図７Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス５０質量％）塗布１時間後の対象部位
を示す写真である。
【図８Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図８Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス６０質量％）塗布１時間後の対象部位
を示す写真である。
【図９Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図９Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス７０質量％）塗布１時間後の対象部位
を示す写真である。
【図１０Ａ】実施例２における被験品塗布前の対象部位を示す写真である。
【図１０Ｂ】実施例２における被験品（リンゴエキス８０質量％）塗布１時間後の対象部
位を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
＝＝実施形態＝＝
　本実施形態に係る化粧料組成物は、化粧品又は医薬部外品として利用される。本実施形
態に係る化粧料組成物はリンゴエキスを含む。
【００１４】
　本実施形態に係るリンゴエキスは、化粧料組成物の美容成分に相当する。リンゴエキス
はリンゴを加工することにより得られる液体である。
【００１５】
　本実施形態に係るリンゴエキスは、ビタミン（ビタミンＡ、ビタミンＥ、ビタミンＢ１
、ビタミンＢ２、ナイアシン、ビタミンＢ６、葉酸、パントテン酸、ビタミンＣ、カロテ
ン）、無機質（カリウム、カルシウム、マグネシウム、リン、銅、マンガン）、食物繊維
（水溶性、不溶性）等を含む。なお、本実施形態に係るリンゴエキスは「リンゴ種子エキ
ス」及び「リンゴ果実幹細胞エキス」とは異なるものである。
【００１６】
　リンゴはバラ科リンゴ属の落葉高木樹の果実である。本実施形態に係るリンゴエキスを
得るために使用されるリンゴの品種は特に限定されるものではない。
【００１７】
　ここで、一般的なリンゴエキスは、リンゴを抽出溶媒に浸漬して得られる液（或いは当
該液を濃縮したもの）である。しかしながら、抽出溶媒にリンゴを浸漬しただけではリン
ゴが含有する美容成分を十分に抽出することができないか、抽出するまでに長時間を要す
る。また、抽出時に加温を行う場合、熱の影響により美容成分に変性等が生じる恐れもあ
る。
【００１８】
　そのため、本実施形態に係る化粧料組成物においては、リンゴを圧搾して得られたリン
ゴエキスを用いることが好ましい。リンゴを圧搾することにより、一般的なリンゴエキス
に比べ、美容成分の濃度が高いリンゴエキスを簡易に得ることができる。また、リンゴを
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圧搾する場合には、加温する必要がない。従って、得られるリンゴエキスは、熱の影響に
よる美容成分の変性等が生じ難い。
【００１９】
　本実施形態に係るリンゴエキス（リンゴエキスを含む化粧料組成物）は抗シワ効果を有
する。抗シワ効果は、人の肌に形成されたシワを軽減する効果、及びシワを形成し難くな
る効果の少なくとも一方を意味する。
【００２０】
　本実施形態において、リンゴエキスは、化粧料組成物の総質量に対して、７０質量％～
９０質量％含まれることが好ましく、９０質量％含まれることがより好ましい。このよう
に、リンゴエキスを主とした化粧料組成物を構成することにより、高い抗シワ効果を得る
ことができる。
【００２１】
　一方、本実施形態に係る化粧料組成物は油分を含まない。
【００２２】
　油分は、一般的な化粧料組成物に添加されるものであり、たとえば、鉱物油、または植
物油等の油脂である。このように、本実施形態に係る化粧料組成物は油分を含まないこと
から、化粧料組成物を肌に塗布した場合に油分による膜が形成されることがない。従って
、高い濃度のリンゴエキスを速やかに、且つ確実に肌の内部まで浸透させることができる
。
【００２３】
[他の成分]
　本実施形態に係る化粧料組成物は、リンゴエキス以外の他の成分（油分を除く）を含有
していてもよい。
【００２４】
　他の成分としては、人体に使用可能な様々な成分を用いることができる。他の成分は、
たとえば、溶媒、防腐剤、緩衝剤、キレート剤、保湿剤、殺菌剤、ｐＨ調整剤、香料、酸
化防止剤、その他、美容成分に相当する各種剤である。
【００２５】
　具体的に、本実施形態に係る化粧料組成物は、他の成分として、水素水、アスコルビル
リン酸Ｎａ、フェノキシエタノール、クエン酸Ｎａ、ＢＧ（ブチレングリコール）、エタ
ノール、クエン酸、オウゴン根エキス、ナットウガム、クズ根エキス、クロレラエキス、
アロエベラ葉エキスを含む。特に、水素水はリンゴエキスの肌内部への浸透性をより高め
ることができるため、他の成分として好ましい。また、オウゴン根エキスは、保湿湿潤性
、抗炎症効果、抗菌効果、及び抗アレルギー効果を有する。ナットウガムは、保湿効果を
有する。クズ根エキスは、保湿効果、チロシナーゼ抑制による美白効果、及びシワやタル
ミの改善効果を有する。クロレラエキスは、保湿効果、及び皮膚細胞を活性化させる効果
（シワやシミ、くすみを防止する効果）を有する。アロエベラ葉エキスは、保湿効果、抗
炎症効果、及び美白効果を有する。
【００２６】
[化粧料組成物の保存方法]
　本実施形態に係る化粧料組成物は、瓶やチューブに充填された後、アルミ製の真空パッ
クで保存される。このようにアルミ製の真空パックで保存することで、化粧料組成物が空
気に直接触れることが無い。従って、化粧料組成物の劣化を防止できる。
【００２７】
＝＝実施例１＝＝
　以下の通り、被験品（化粧料組成物）の抗シワ効果の評価を行った。具体的には、被験
品の塗布による肌（目尻周辺）の抗シワ効果を確認するために、単盲検無塗布対照比較試
験を実施し、シワグレード判定を行った。シワグレード判定は、日本香粧品学会「化粧品
機能評価法ガイドライン」の「新規効能取得のための抗シワ製品評価ガイドライン」（シ
ワグレード判定基準）に基づいて行った。
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　被験品は、「リンクルノンノン」（ジョジョ株式会社製）である。被験品は、被験品の
総質量に対して９０質量％のリンゴエキスを含み、残余が水素水、アスコルビルリン酸Ｎ
ａ、フェノキシエタノール、クエン酸Ｎａ、ブチレングリコール、エタノール、クエン酸
、オウゴン根エキス、ナットウガム、クズ根エキス、クロレラエキス、及びアロエベラ葉
エキスにより構成される。
【００２９】
　被験者は、（１）目尻周辺に評価測定に影響を与えるような傷、イボ、吹き出物、火傷
等がない者、（２）シワグレード（右目尻）が１．０以上３．０以下の者、（３）シワグ
レード（左目尻）が１．０以上３．０以下の者、（４）左右目尻のシワグレードの差が同
程度の者（１．０の差まで許容）を満たす２１名（性別：女性、年齢：４４．４±４．１
歳）を選択した。
【００３０】
　被験者は、１日に２回（朝、晩）、指定された側の目尻周辺に指先で被験品のみを塗布
した。更に、被験者は、目尻周辺を含めた半顔全体に２回に分けて被験品を伸ばし塗りし
た。塗布量は、１回につき３～４ｇ（５００円硬貨大）とした。一方、指定された側の目
尻とは反対側には、被験品を含め、何も塗布しなかった。なお、目尻周辺以外の部位につ
いては、普段使用しているスキンケア製品の使用を許可した。
【００３１】
　また、
・試験期間中は、被験品以外のスキンケア製品の変更・追加は禁止する。
・試験期間中は、測定部位（左右目尻付近）の剃毛・脱毛・除毛は禁止する。
・試験期間前４週間および試験期間中は、被験部位に影響を与えるようなフェイシャルエ
ステ等のスキンケア施術は受けないこととする。
・試験期間中は、過剰な紫外線の暴露を避けることとする。
・試験期間中は、新たなサプリメント等の摂取は禁止する。
・被験品塗布後の各観察日当日は、当日の検査終了後まで被験品の目尻周辺の使用を禁止
する。
　という注意事項を設定した。
【００３２】
　各被験者の左右の目尻について、塗布前、及び塗布４週後（塗布期間２８日）にＴｒａ
ｉｎｅｄ　Ｅｘｐｅｒｔによるシワグレードの判定を行った。
【００３３】
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【表１】

【００３４】
　シワグレード判定の推移（実測値）について、表１及び図１に示す。表１及び図１に示
したように、塗布群では、塗布前において２．３１±０．７３であったのに対し、４週後
において１．９８±０．９８となった。このように、塗布前後でシワグレードの減少（－
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０．３３）がみられた。すなわち、塗布群について、４週後（Ｐ＝０．００１）において
有意差が認められた。
【００３５】
　一方、非塗布群では、塗布前において２．３６±０．７３であったのに対し、４週後に
おいて２．３６±０．７４であった。すなわち、塗布前後でシワグレードの変化はほぼ無
く、有意差は認められなかった。
【００３６】
　また、表１に示したように、塗布群と非塗布群の群間比較で、４週後（Ｐ＝０．０１７
）で有意差が認められた。
【００３７】
【表２】

【００３８】
　次に、シワグレード判定の推移（相対値）について表２及び図２に示す。表２及び図２
に示したように、各観察の値を塗布前の値で除した相対値（％）は、塗布群の場合、４週
後において８０．４±２０．６％であった。一方、非塗布群の場合、４週後において１０
０．０±６．３％であった。塗布群と非塗布群の群間比較で、４週後（Ｐ=０．００２）
で有意差が認められた。
【００３９】
【表３】

【００４０】
　次に、シワグレード判定の推移（差分値）について表３及び図３に示す。表３及び図３
に示したように、各観察の値と塗布前の値の差である差分値は、塗布群の場合、４週後に
おいて-０．３３３±０．３２９であった。一方、非塗布群の場合、４週後において０．
０００±０．１５８であった。塗布群と非塗布群の群間比較で、４週後（Ｐ＝０．００２
）で有意差が認められた。
【００４１】
　このように、シワグレード判定（実測値）では、塗布群において４週後で、塗布前と比
べて有意に低値を示した。群間比較では、シワグレードの項目で、４週後に塗布群と非塗
布群の間で、非塗布群に対して塗布群が有意に低値であった。シワグレード判定（相対値
）では、各観察の値を塗布前の値で除した相対値（％）の群間比較で、シワグレードの項
目で、４週後に塗布群と非塗布群の間で、非塗布群に対して塗布群が有意に低値であった
。シワグレード判定（差分値）では、各観察の値と塗布前の値の差である差分値の群間比
較で、シワグレードの項目で、４週後に塗布群と非塗布群の間で、非塗布群に対して塗布
群が有意に低値であった。すなわち、以上の実施例から、シワグレード判定では、シワグ
レードの項目で、塗布群が非塗布群と比べて４週後に有意に改善が認められた。
【００４２】
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＝＝実施例２＝＝
　以下の通り、被験品（化粧料組成物）の抗シワ効果に関する即効性の評価を行った。
【００４３】
　被験品は、被験品の総質量に対して、（１）２０質量％のリンゴエキスを含むもの、（
２）３０質量％のリンゴエキスを含むもの、（３）４０質量％のリンゴエキスを含むもの
、（４）５０質量％のリンゴエキスを含むもの、（５）６０質量％のリンゴエキスを含む
もの、（６）７０質量％のリンゴエキスを含むもの、（７）８０質量％のリンゴエキスを
含むものを用いた。各被験品の残余は、水素水、アスコルビルリン酸Ｎａ、フェノキシエ
タノール、クエン酸Ｎａ、ブチレングリコール、エタノール、クエン酸、オウゴン根エキ
ス、ナットウガム、クズ根エキス、クロレラエキス、及びアロエベラ葉エキスにより構成
される。
【００４４】
　被験者は、年齢の異なる男女４名である。被験者は、指定された対象部位（左右いずれ
かの腕）に指先で被験品のみを塗布した。被験品の塗布前、及び塗布１時間後に対象部位
の撮影を行い、塗布前後でのシワの状態を確認した。
【００４５】
　図４Ａ、図５Ａ、図６Ａ、図７Ａ、図８Ａ、図９Ａ、及び図１０Ａは、被験品塗布前の
対象部位を撮影した写真である。図４Ｂは、図４Ａで撮影した対象部位に対して２０質量
％のリンゴエキスを含む被験品の塗布を行い、１時間後に撮影した写真である。図５Ｂは
、図５Ａで撮影した対象部位に対して３０質量％のリンゴエキスを含む被験品の塗布を行
い、１時間後に撮影した写真である。図６Ｂは、図６Ａで撮影した対象部位に対して４０
質量％のリンゴエキスを含む被験品の塗布を行い、１時間後に撮影した写真である。図７
Ｂは、図７Ａで撮影した対象部位に対して５０質量％のリンゴエキスを含む被験品の塗布
を行い、１時間後に撮影した写真である。図８Ｂは、図８Ａで撮影した対象部位に対して
６０質量％のリンゴエキスを含む被験品の塗布を行い、１時間後に撮影した写真である。
図９Ｂは、図９Ａで撮影した対象部位に対して７０質量％のリンゴエキスを含む被験品の
塗布を行い、１時間後に撮影した写真である。図１０Ｂは、図１０Ａで撮影した対象部位
に対して８０質量％のリンゴエキスを含む被験品の塗布を行い、１時間後に撮影した写真
である。
【００４６】
　図４Ｂ、図５Ｂ、図６Ｂ、図７Ｂ、図８Ｂ、図９Ｂ、及び図１０Ｂの写真から明らかな
ように、被験品の塗布１時間後にも関わらず、対象部位のシワを低減させることができた
。特に７０質量％以上のリンゴエキスを含む被験品の場合にはその効果が顕著であった（
図９Ａと図９Ｂ、及び図１０Ａと図１０Ｂを参照）。
【００４７】
　本発明の実施形態及び実施例を説明したが、これらは例として提示したものであり、発
明の範囲を限定することは意図していない。実施形態は、その他の様々な形態で実施され
ることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行
うことができる。実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれると同様に、特許請
求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものである。
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【図９Ｂ】 【図１０Ａ】



(13) JP 6898655 B2 2021.7.7

【図１０Ｂ】



(14) JP 6898655 B2 2021.7.7

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０９－２９１０１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              中国特許出願公開第１０７１４９５７５（ＣＮ，Ａ）　　　
              特開昭５５－０１９２０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              韓国公開特許第１０－２０１６－００５３７２３（ＫＲ，Ａ）　　　
              特開２００５－３３０２１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－１３９３９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１６－１０８２５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１８７７２４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／００－　８／９９　　
              Ａ６１Ｑ　　　１／００－９０／００
              Ｍｉｎｔｅｌ　ＧＮＰＤ
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

